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基本理念

基本方針 「患者さま中心の医療」

「良質な医療の提供」

「地域医療機関との連携」

「 救 急 医 療 の 充 実 」

「災害時の救護活動」

「 経 営 の 健 全 化 」

患者さまの人権と意思を尊重、説明と同意に基づいた患者さま中心の医療に努めます。

医療技術の向上および施設の充実を図り、良質な医療の提供に努めます。

より良い医療を提供するために、地域医療機関との連携に努めます。

救急患者さまには常時対応し、救急医療の充実に努めます。

国の内外を問わず、災害時の救護活動に努めます。

良質な医療活動遂行のため、経営の健全化に努めます。

福島赤十字病院
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国際赤十字・赤新月社連盟調査団が当院を視察

外部被ばくと内部被ばく検査、
そして福島とFukushima
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　2011年３月11日の東日本大震災後、東京電力福島第一原発の事故が起こり、その後、様々な放射線被害
が発生し、今なお私たちを苦しめております。
　福島県が放射線被害を最小限に食い止めるために行っていることについて、できるだけ客観的に述べてみ
たいと思います。
　昨年３月12日から数日間にわたる東京電力福島第一原発の水素爆発や火災で大量の放射性物質が空気中
に放出されました。空中に漂う放射性物質は雪や雨で地上に降りてきました。また、花粉のように粒子とし
て空中に漂いながら私たちの衣服などに付着し、外部から私たちへ放射線を放出しました。
　外部からの放射線被ばくを「外部被ばく」と言います。事故当時の外部被ばくは私たちが当時どこに住ん
でいたのか、外にいたのか、家にいたのかによって異なります。この外部被ばく量を推計評価するのは基本
調査で、皆さんの当時の行動記録が基となります。これまで行動記録を提出した県民は全体の23％です。本
年、７月末の集計では事故後４か月間の積算実効線量（４ヶ月間の放射
線被ばく量）は最高で15ｍ Sv（ミリシーベルト）。健康に被害を及ぼす
可能性のあることが証明されている100ｍ Sv よりはるかに低値でした。
多くの県民は１ｍ Sv 未満であったそうです。詳細は県のホームページ
でご覧ください（http://wwwcms.pref.fukushima.jp/）。外部被ばく量
は除染などによって今後、徐々に低下していくことが予想されます。
　外部被ばくに代わって最近話題になっているのは「内部被ばく」です。
内部に取り込まれた放射性物質は体の中で、もっと悪さをするものと考
えられるからです。原発事故当時、空中を漂っている放射性物質を私た
ちが吸入して体内に取り込むことによって内部被ばくは起こりました。
　昨年７月、南相馬市の農家で食肉用の牛が放射性物質で汚染した稲わ
らを食べてその牛から放射線が検出された事件をご記憶の方も多いかと
思います。牛は稲わらを食べて汚染しましたが、私たちも放射性物質で
汚染した食品を摂取すれば内部被ばくする可能性があります。野菜・果
物・肉や魚など食品の放射性物質汚染の有無は市場に出る前にシンチ
レーションサーベイメーターなどで検査されます。基準を超える食品は
市場に出ないように管理されています。今年の４月からこの基準はそれ

外部被ばくと内部被ばく検査、
そして福島と Fukushima

副院長　宮田　昌之

〈ホールボディカウンター測定の様子〉

５月16・17日　看護の日イベント開催。ハンドトリートメント、
 健康チェック、AED講習などを実施し、大好評!!

５月19日　病院機能評価Ver6.0を取得し、認定証が
 届きました。

６月８日　ANAよりすずらんの花言葉「幸福の再来」にちなみ、
　　　　押し花のしおりと鉢植えを贈呈いただきました

７月　院内の至るところに七夕飾りが。
 短冊に願いをこめて…

７月　中学生がドリームアップ事業で職場体験に
 来てくれました！

８月28日　Bunken（長野文憲）さんによる復興支援ギターコンサートを
 開催。アンコールを含め全12曲を演奏してくださいました

病院出来事カレンダー
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までの５分の１で、年間１ｍ Sv を超えないよう設定されました。詳しくは厚生労働省のホームページをご
覧ください（http://www.mhlw.go.jp/）。
　厳密に食品の管理をしても食品や水を介して私たちの体内に放射性物質が取り込まれてしまう可能性もあ
ります。そこで、直接内部被ばく量を測定することも行われています。
　今回の災害に対して日本赤十字社本社が海外から海外救援金という形で支援を得ました。福島赤十字病院
では援助を得て放射線内部被ばく測定装置（ホールボディカウンター）を設置しました。
　本年４月から稼働して福島市民の内部被ばく量を測定しております。これは、福島市からの委託事業で、
特に放射線被ばくが心配な子供や小さな子供を持つ母親、小中高校生などを早目に測定しております。当院
に通院しておられる患者さまで「内部被ばくが心配だから測定してほしい」という声も聞かれますが、順番
ですので、ご理解願います。
　南相馬市は県内でもいち早くホールボディカウンターによる内部被ばく調査を始めました。南相馬市立病
院の昨年９月から本年３月までのデータでは40Bq ／㎏以上の放射線が検出された小学生・中学生はおりま
せんでした（http://www.city.minamisoma.lg.jp/）。この事故の暫定評価が最悪のレベル７のため、よくチェ
ルノブイリの原発事故と同じように語られます。しかし、ロシア、ウクライナ、ベラルーシで事故の５～10
年後に内部被ばく測定した結果を参照しますと、驚くことに住民の2.5％で200Bq ／㎏以上の放射線が検出
されているのです（Hoshi ら Health Phys. 1994 Sep;67(3):272-5.）。
　最近は、外気からの放射性物質の取り込みは全く心配なく、もっぱら食事から取り込まれる可能性に絞ら
れております。福島県で、食品は厳格に管理されております。管理された食品をとっている分にはまず、心
配はないようです。
　しかし、山に自生しているキノコとか野生の動物は放射性物質を多量に含んでいる可能性があります。内
部被ばく量が多い方は食生活上の問題があるよう
です（日本原子力開発機構　植頭泰裕氏）。
　これまで述べたことは放射線被ばく調査ですが、
福島県ではさらに健康状態を把握するために甲状
腺検査（18歳以下の全県民）、健康診査（既存の
検診を活用）、こころの健康度・生活習慣に関する
調査、妊産婦に関する調査を実施しております。
　東京電力福島第一原発の事故が起きて「福島」
は世界中に「Fukushima」として知られるように
なりました。今後、放射線量調査、健康調査を重
ねながら原発事故による被害を最小限に食い止め
た地名として「Fukushima」が歴史に名を残すこ
とを、強く願います。

５月17日　国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）12カ国総勢40名が
来院し、ホールボディカウンターの視察（表紙写真）後、福島の現
状や震災時の対応について意見交換を行いました。
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５月19日　病院機能評価Ver6.0を取得し、認定証が
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テレビ番組  　　　　　　　に出演しました

副院長　渡部　洋一
　社団法人日本脳卒中協会の企画により、脳卒中に関する一般市民の啓発を目的としたテレビ番組を
作成しました。脳卒中は出来るだけ早期に治療を開始することが重要であり、発症３時間以内に t-PA
という血栓溶解剤を投与することにより社会生活に復帰できる患者さんも多くおられます。脳卒中の
症状を解説し、脳卒中が疑われた時はただちに救急車等で病院を受診するよう解説しました。また実
際に当院で急性期脳梗塞の治療を受け後遺症なく生活しておられる患者さんに出演していただき、そ
の経験をお話ししていただきました。説得力のある有意義なお話でした。脳卒中は高血圧症や糖尿病、
喫煙などの危険因子の管理による予防も重要です。当院で禁煙外来を担当している内科の寺島久美子
先生にも出演していただき実際の禁煙指導について説明していただきました。脳卒中による後遺症が
残ってしまった患者さんはその後長期に渡るリハビリが必要となります。福島県県北地域では「脳卒
中地域連携パス」を導入しており、急性期病院から回復期リハビリ病院、さらに維持期の医療施設ま

で切れ目なく脳卒中患者を治療しています。回復期リハビリを積極的に
行っている北福島医療センターでの治療風景を紹介しました。歩行が困
難と考えられた患者さんが、厳しい訓練の結果自分の足で歩くことがで
きるようになった実体験を話され、感銘を受けました。最後にアナウン
サーの方に MRI 検査を受けていただき、「脳ドック」の意義について解説
しました。この番組放映後脳ドック受診者が急増し、テレビの効果とい
うものを改めて思い知らされました。

青身魚には、DHA、EPA が含まれており、学習能力の向上や老人性痴呆症の予防、中性脂肪や
コレステロールを下げる働きをしています。
夏大根は、辛味成分のイソチオシアナートが免疫力を高め、ジアスターゼの作用で消化を助け、
さっぱりといただけます。ぜひ、お試し下さい！

材　料（４人分）

青身魚
……… 280ｇ／ひとり70ｇ
大根………………… 200ｇ
万能ねぎ……………… 20ｇ
片栗粉………… 大さじ３杯
サラダ油……… 大さじ１杯
めんつゆ……… 大さじ２杯

　料理ワンポイント

◦青身魚に片栗粉を付ける
際に余分な粉を落とすと、
カリッと揚がります。

◦温めためんつゆに大根お
ろしを入れる時は、大根
おろしに火を通し過ぎな
いようにしましょう。

～青身魚の大根おろし煮～

作 り 方
❶ 青身魚を調味液に漬けておく。
❷ 片栗粉をまんべんなく付ける。
❸ 油で揚げる。
❹ 温めためんつゆに大根おろし

を入れる。
❺ 揚げた青身魚に温めた大根お

ろしダレと万能ねぎをかけて、
出来上がり！

◦一人前の栄養価：224kcal
◦たんぱく質15.2ｇ　◦糖質11.2ｇ　◦脂質12.6ｇ　◦塩分1.7ｇ

栄 養 課
調理師　中　尾　ひろみ
栄養士　笹　本　明　子

調味液
おろし生姜………… ４ｇ
おろしにんにく…… ４ｇ
酒…………… 小さじ１杯
みりん……… 小さじ１杯
しょうゆ…… 小さじ２杯

テレビユー福島
５月26日㈯　午後３：30～４：00放送
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しよう、福島！
● 新コーナー ●

もっとクロス！とは…
　赤十字は世界187ヵ国にネットワークを持って活動する人道機関です。日本赤十字社の事業には病院だけでなく、国内外の
災害救護、血液事業、救急法の普及、青少年赤十字、ボランティア活動などがあります。地域のみなさんはもちろん、より
多くの人達に赤十字をもっと知ってもらおう！参加してもらおう！というプロジェクトを、日本赤十字社全体で取り組んでいま
す。今回その一環として、支部・血液センターの活動をご紹介します !!

◦日本赤十字社福島県支部の活動紹介

　日本赤十字社は、今から135年前（1877年）、佐野常民らが設立し
た博愛社による西南戦争の負傷者救護が起源です。1886年、日本政
府がジュネーブ条約に加入、1887年に博愛社から日本赤十字社に改
称しました。1888年に発生した磐梯山噴火での救護活動が日本初の
災害救護といわれています。
　昨年の東日本大震災では、発生当初から各支部が被災地に向け救護
班を派遣して、避難所等での診療活動と生活物資の配分を積極的に行
ないました。「義援金」は、県内で約７億８千万円、全国では3,200
億円を超える多額をお預かりし、被災県の「配分委員会」から順次、
被災者に配分されています。福島県は原子力事故もあり、現在も多く
の方が避難されていますが、海外の赤十字を通じて寄せられた「救援
金」を基に復興支援事業に取り組んでいます。仮設住宅等への家電
セットの寄贈、子供たちに安全な屋内の遊び場を提供する「すまいる
ぱーく」事業（今年度は県内６カ所で開催）、仮設住宅の皆様と楽し
いひと時を過ごす「にこにこ健康教室」などを実施しています。
　最後に、日本赤十字社の活動は皆様から寄せられる社資（活動資金）
により支えられています。赤十字へのご支援、ご協力をよろしくお願
いいたします。

◦献血で助かる命があります。献血にご協力をお願いいたします！

　血液は、人工的に造ることができません。また、長い期間保存
しておくことができないため、輸血に必要な血液を確保しておく
ためには、絶えず皆様の献血に頼るしかありません。福島県赤十
字血液センターでは、医療機関で必要とする輸血用血液を確保す
るため、日々県内のいろいろな場所へ移動採血車が出向いて、献
血を行っています。
　献血は、16歳から69歳まで（65歳以上の方は60～64歳の間に
献血経験がある方のみ）の健康な方にお願いしております。県内

では、福島市、郡山市、会津若松市、いわき市にある献血ルームでも献血を受け付けております。
　献血できる日時、会場、基準の詳細につきましては、当センターホームページ（http://www.
fukushima-bc.jp）をご覧ください。スタッフ一同皆様の温かいご協力をお待ちしております！

〈献血最新情報〉
◦ AKB48×日本赤十字社のポスター＆クリアファイル（在庫限り）

　福島県内の献血ルームやバスにおいて、献血にご協力いただいた方（希望者）
に差し上げています。

◦セブンティーンアイス
　福島市、郡山市の献血ルームにおいて献血にご協力いただいた方へのサービ
スとして、待合室に自販機（無料）を設置いたしました。

福島県支部 組織振興課 社員係長　小林　俊之　

福島県赤十字血液センター 事業部推進課 推進二係長　森戸　茂　



− � −

地域医療連携室から
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　当院の前身は父茂雄が、昭和44年に福島市宮
代に開業した泉田医院です。平成22年10月に
同敷地内に建物を新築し、これまでの内科に加
え小児科を増設して継承新規開業致しました。
　私は専門である糖尿病・内分泌疾患を中心に
内科一般の診療を行っております。小児科医で
ある妻は、小児科一般とアレルギー疾患を診療
しております。また父茂雄も週に１回ですが、
これまでの診療を継続しております。当院をか
かりつけ医として通院してくださる患者様は、
福島赤十字病院への紹介を希望される方も多
く、病診連携を発展させ、患者様に適切な医療
を提供できますよう精進いたします。

泉田内科こども医院

福島赤十字病院　登録医師・医療機関のご紹介
＊医療連携にご協力いただいている医療機関を順次ご紹介いたします。

■院長　泉田 太郎 先生　■副院長　泉田 美知子 先生

《診療科》

《住　所》

《電　話》
《ＦＡＸ》
《休診日》
《往診・訪問診療》　無

内科・糖尿病内科・内分泌内科・
小児科・アレルギー科

〒960–0116
福島市宮代字前田19–20

（024）553–2657
（024）553–2657
木曜・土曜午後　日曜・祝祭日

＊小児科の午後の診療受付は下記の通りです。
　（月）（火）（水）（金）　13：30～16：00

泉田先生からのメッセージ

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前  9：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

午後 14：00～18：00 ○ ○ ○ × ○ × ×

　当院は旧伊達町地内に位置し、福島市以
北の患者さんを中心に耳鼻咽喉科疾患全般
の外来診療を行なっています。特に小児急
性中耳炎やアレルギー性鼻炎の治療に力を
入れており、治療結果を学会・研究会で発
表するとともに日々の診療にもフィード
バックしています。開業医として不安なこ
とは外来診療だけでは治療できない患者さ
んがいることです。福島赤十字病院耳鼻咽
喉科の大河内先生には手術患者のみならず、
急な入院が必要な患者さんを快く引き受け
ていただき、お陰で安心して診療すること
が出来ています。

だて耳鼻科パオパオ
■院長　鈴木　聡明　先生

《診療科》
《住　所》

《電　話》
《ＦＡＸ》
《休診日》
《往診・訪問診療》　無

耳鼻咽喉科
〒960–0411
伊達市梨子木町27–1

（024）583–4178
（024）583–4179
木曜日、日曜・祝祭日

鈴木先生からのメッセージ

　当院は、外来診療は行わず在宅ホスピスケアを中
心とした在宅ケア専門の診療所です。「今までどおり
の自分の家で、安心して療養生活をしたい」と願う方
と、そのご家族の想いを大切にしております。病気を
抱えながら自宅で過ごすことへの不安や心配が少しで
も解消され、「やっぱり家が一番だな」と思っていた
だけるように、療養生活のお手伝いをしています。長
さばかりでなく、「太く」日々の生活が送れますように、
総合的なサービスの提供の向上を目指して精進を重
ねる所存です。どうぞ、よろしくお願いします。

医療法人社団　爽秋会

ふくしま在宅緩和ケアクリニック
在宅療養支援診療所

■院長　鈴木　雅夫　先生

《診療科》
《住　所》

《電　話》
《ＦＡＸ》
《ホームページ》
《休診日》
《往診・訪問診療》　有

緩和ケア内科・疼痛緩和内科
〒960–8161
福島市郷野目字宝来町２1–3

（024）544–6987
（024）544–6988
http://soshukai.jp/fukushima/
無

＊外来診療は行っていません。
　在宅診療を専門に行っています。

鈴木先生からのメッセージ

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前  9：00～12：00 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

午後 15：00～18：00 ○ ○ ○ × ○ ● ×

＊土曜日の午後の診療は、14：00～16：00
　です。
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人間ドック（日帰り）と各種健診のご案内
　生涯にわたって健康で安心して暮らすためには、自分の健康に関心を持ち、自分に合った健康づくりが大切です。
　生活習慣病は、病気の初期にはほとんど自覚症状がありません。早期発見・予防のために、年に一度は自分の健康チェッ
クを行ってみてはいかがでしょうか。当院では、人間ドック（日帰りコース）の他、下記の各種健診を行っております。

●健診コースご案内

※その他、協会けんぽ生活習慣病予防健診、福島市市民検診、特定健診、特定保健指導等についても実施しております。

● まずは、お電話でお問い合せ下さい ●
    　　医療社会事業部　健診係　TEL （024）534ｰ6101　内線 203

         （お問い合せの受付時間　10：00〜16：30）

コース 実施曜日 検査内容と目的

人 間 ド ッ ク 月～金 診察・腹囲測定・眼科・聴力・血液・尿・便・心電図・腹部エコー・呼吸機能・胸部レントゲン・胃
の検査（バリウム or カメラ）等の検査で、胃癌、心疾患、及び糖尿病等の生活習慣病のチェック

成 人 病 健 診 月～金 診察・腹囲測定・視力・聴力・血液・尿・便・心電図・胸部レントゲン・胃の検査（バリウム or カ
メラ）等の生活習慣病健診

健 康 診 断 Ａ 月～金 診察・聴力・視力・尿・血液・心電図・胸部レントゲン等の一般的な健康診断

乳 癌 検 診 月～金 診察・乳房レントゲン、もしくはエコーにて乳癌、乳腺炎及び腫瘍のチェック

前 立 腺 癌 検 診 月～金 触診、前立腺特異抗原（PSA）にて前立腺癌のチェック

骨 粗 鬆 症 検 診 月～金 骨密度測定により寝たきりの原因となる骨折の起こりやすい骨粗鬆症の早期発見及び予防

脳 ド ッ ク 月～金 頭部 MRI、頭・頚部 MRA・血液・心電図にて脳梗塞、脳出血、動脈硬化症、脳腫瘍等の早期発見、
予防

肺 検 診 月～金 胸部 CT、喀痰細胞診、呼吸機能検査による肺がん、その他肺疾患等のチェック

腹 部 エ コ ー 月～金 腹部エコーによる、肝臓や胆道、膵（すい）臓、腎臓、脾（ひ）臓、副腎などの腹部の臓器の病気、
状態のチェック

患者さま
声の

ご意見・ご指摘ありがとうございます。
　たくさんのご意見・ご指摘の投稿ありがとうございました。紙面の都合上すべてのご意見と
回答の掲載はできかねますが、投稿されたご意見は、すべて顧客サービス向上委員会で記録・
保管し、関係各署とともに検討・対策をしております。

①『レストランでの領収書発行について』
ご意見
回　答

②『職員の名札について』
ご意見

回　答

地下一階のレストランについて、利用した際「領収書」を発行してほしいです。

券売機では領収書発行はできませんが、スタッフに申し出ていただければ手書きの領収書を発行致しま
す。今後も一層努力して参りますのでご要望がありましたら気兼ねなくお申し付けください。

職員の皆さんの名札の記載文字が小さすぎて読めません。顔を名札に近づけて見ればわかりますが、形
式的に付けているだけに思えます。何の為に身に付けているのか、相手の立場になってみる必要がある
と思います。

名札は、来院された方々に知っていただくこと、業務における責任の所在を明確にすることで職員の意
識の向上を促し、よりよいサービスの提供の為に着用しております。様式は統一されたものであります
ので、今後皆さまが分かりやすい名札を検討・工夫していきたいと考えております。

当院では、患者さまやご家族の皆さまに気持ちよくご利用いただけますよう、さまざま
な改善への努力をしております。皆さまからのご意見・ご要望を直接お伺いすることも
大切なことと考えております。引き続き院内各病棟と外来にご意見箱を設置しておりま
すので、ご意見をお聞かせいただければ幸いです。皆さまからお寄せいただきました貴
重なご意見を充分検討し、今後のサービス向上に役立てていきたいと考えております。

ご意見箱設置
のお知らせ
「皆さまの声」を
お聞かせください
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（受付時間）
新患受付　午前８：45～
再来受付機
午前８：00～各科の午前の受付終了時刻まで
午後１：00～各科の午後の受付終了時刻まで

午前診察　９：00～　午後診察　２：00～

各科の
外来診療予定表

平成２４年9月1日現在

福島赤十字病院
〒960－8530　福島市入江町11番31号
 TEL （024）534－6101㈹
 FAX （024）531－1721　
 http://www.fukushima-med-jrc.jp

綜合
病院

※本予定表につきましては、都合により変更になることがございます。最新版については、当院ホームページをご確認いただくか、お電話にて確
認いただきますようお願い申し上げます。

診療科 受　付 月 火 水 木 金

内科・消化器科

午前11：30迄

１　診
２　診

３　診
４　診

宮田　昌之
森谷　千尋

（糖尿病・内分泌）
藁谷　雄一
黒田　聖仁

寺島久美子
黒田　聖仁

重富　秀一
齋藤　広信

宮田　昌之

藁谷　雄一

寺島久美子
泉田　太郎
（糖尿病）

齋藤　広信

宮田　昌之
黒田　聖仁

齋藤　広信

呼 吸 器 科 呼吸器科 福原奈緒子／鈴木　康仁

糖 尿 病 科 糖尿病科 佐藤　義憲 佐藤　義憲 佐藤　義憲 佐藤　義憲

神 経 内 科 神経内科 榎本雪（医大）

新 患・ 再 診 新患・再診 菅野有紀子 佐藤　義憲 寺島久美子 宮田　昌之 藁谷　雄一

午後 （禁煙外来）

循 環 器 科 午前11：30迄
１　診
２　診
３　診

近藤　　愛
渡部　研一
大和田尊之

阪本　貴之
新患

中里和彦（医大）

近藤　　愛
渡部　研一
大和田尊之

阪本　貴之
新患

大和田尊之

阪本　貴之
渡部　研一
近藤　　愛

午後 検　査 検　査 検　査 検　査 検　査

精 神 科・ 神 経 科 午前11：30迄
但し新患の方は11：00迄

初　診
再　診

樋代真一（藤森春生）
菅野　智行

菅野智行（藤森春生）
樋代　真一

菅野　智行
藤森　春生

樋代真一（菅野智行）
藤森　春生

藤森春生（樋代真一）
菅野　智行

午後３：30迄（火）（金）再診のみ 藤森　春生 樋代　真一

小 児 科 午前11：30迄 うさぎ
きりん

弓削田英知
萩原　典之 萩原　典之

弓削田英知
萩原　典之

弓削田英知
（医大）

（医大）
萩原　典之

午後３：30迄
（月）（水）（金）

うさぎ
きりん

弓削田英知 （特診）
（特診） 萩原　典之

弓削田英知（特診）
（特診）

（医大）
萩原　典之

外 科
呼吸器外科

午前11：30迄
１　診
２　診
３　診

芳賀　甚市
遠藤　豪一

芳賀　甚市
大石　明雄

今野　　修
（医大）

芳賀　甚市
大石　明雄

土屋貴男（医大）

今野　　修
管野　隆三

処　置
午後４：00迄（火）（金） 手　術 遠藤　豪一 検　査 手　術 大石　明雄

（ストーマ・スキンケア）

心臓血管外科 午前11：30迄 診　察 安藤　精一 安藤　精一 （医大） （医大） 安藤　精一
午後４：00迄（木） 手　術 検　査 手術・検査 安藤　精一 検　査

整 形 外 科 午前11：30迄
但し（火）（水）（金）は10：30迄

１　診
２　診

村上　和也
高橋　洋子

高橋　洋子
小山　光久

村上　和也
小山　光久

村上　和也
高橋　洋子

村上　和也
第１．３．５　高橋洋子
第２．４（医大）

午後（月）（木）予約患者様のみ 検　査 手　術 手術・検査 検　査 手　術

脳神経外科 午前11：30迄 １　診
２　診

渡部　洋一
市川　　剛

交　代 鈴木　恭一
渡部　洋一

渡部　洋一
鈴木　恭一

鈴木　恭一
市川　　剛

午後 手　術 手　術 検　査

皮 膚 科 午前11：30迄 診　察 元木　良和 元木　良和 元木　良和 元木　良和 元木　良和
午後３：00迄（水） 病　棟 病　棟 元木　良和 病　棟 病　棟

形 成 外 科 午前 手術
午後４：00迄（火） 診　察 浅井笑子（医大）

泌 尿 器 科 午前11：30迄
但し（月）（水）は10：30迄

診　察 鶴谷　善昭 矢﨑　順二 （医大） 鶴谷　善昭 矢﨑　順二

午後 手　術 検　査 手　術 検　査 検　査

産 婦 人 科 午前11：30迄
但し（月）（火）は10：30迄
※完全予約制となります

婦人科

産　科

矢澤　浩之

林　章太郎

矢澤　浩之

林　章太郎

林　章太郎

平岩　　幹

林　章太郎

矢澤　浩之

平岩　　幹
第４のみ（医大）
矢澤　浩之

午後４：00迄（月）（水）（金）
※完全予約制となります

診　察 担当医
検　査 産後検診

担当医
検査・手術 検　査

担当医
手　術

眼 科 午前11：30迄 診　察 加宅田匡子 第１．３．５　加宅田匡子 加宅田匡子 加宅田匡子

午後16：00迄 診　察 加宅田匡子 第１．３．５　加宅田匡子 加宅田匡子 加宅田匡子

耳鼻咽喉科 午前11：30迄
但し（木）は10：00迄

診　察 （医大） 大河内幸男 大河内幸男 大河内幸男 大河内幸男

午後４：00迄（水）（金） 検　査 手　術 大河内幸男 手　術 大河内幸男

麻 酔 科 午前11：30迄 診　察
診　察

安達　　守
出羽　明子

安達　　守
出羽　明子

安達　　守
出羽　明子

安達　　守
出羽　明子

安達　　守
出羽　明子

（緩和ケア）
午後 手　術 手　術 手　術 手　術 手　術

※水曜日午後３：00～４：00は禁煙外来を実施しております（完全予約制）

特殊外来　　第４火曜日　神経クリニック　　　第２・４木曜日　心臓クリニック　　　毎週火曜日　　　１ヶ月健診
（特診）　　　毎週木曜日　腎クリニック　　　　毎週火曜日　　　10ヶ月健診　　　　 毎週火・木曜日　予防接種
※特殊外来は予約制となっています　　事前に電話での予約をお願いいたします

※金曜日午後２：00～４：30はストーマ・スキンケア外来を実施しております

※予約の患者様及び紹介状をお持ちの患者様のみの診療となります　　新患の方は事前に予約をお願いいたします

但し予約外及び新患の方は11：00迄　　　※第２・第４火曜日は休診となります

但し予約外及び新患の方は15：30迄　　　※第２・第４火曜日は休診となります

※金曜日は出羽医師による緩和ケア外来を実施しています


